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1.はじめに 
 平成 16年 10月 23日午後 5時 56分に発生した新潟
県中越地震の影響で、各交通ネットワークは甚大な被

害をうけた。 
首都圏－新潟県間で 1日に約 2万人が利用している
上越新幹線や関越自動車道が不通になるなど、被災地

住民のみならず多くの人が影響を受けた。 
しかし交通事業者や国・自治体、建設事業者の努力

の結果、迅速に代替交通が確保され、復旧作業が早期

に行なわれたことは各方面から大いに評価されている。 
 そこで本研究では、幹線交通の復旧状況をまとめる

とともに、関係者の多大な努力により早期に確保され

た代替交通の評価を社会経済的観点から分析すること

を目的とする。 
 
2.中越地震による被害と復旧状況 
 新潟県中越地震の影響により、震源に近い上越新幹

線や在来線は大きな被害を受けた。 
魚沼トンネルの崩落や新幹線の脱線など被害の大き

かった上越新幹線の越後湯沢－長岡間や上越線(小出
－長岡)においても、地震発生後約 60 日という極めて
短期間で復旧した。在来線と新幹線の復旧経過を図－1
に示す。 
東京－新潟間の迂回ルートとして、航空便・直通高

速バス・他鉄道線活用迂回処置・新幹線代行バス補完

の 4方法で対応がなされた。 
災害前後の東京－新潟間の所要時間と輸送人数の変

化を図－2,図－3に示す。 
所要時間については、東京－新潟間が通常 2時間半
であるのに対し、迂回経路を利用すると 5 時間～6 時
間を要し、輸送力についても震災前に比べると大幅に

低下していることがわかる。 
しかし、代替交通の迂回処置の対応は迅速であり、

幹線輸送のリダンダンシー確保という点でも高く評価

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図‐1 上越新幹線・在来線の復旧経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 東京－新潟間の所要時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図‐3 代替交通の利用者の推移 



航空便は、10月 24日から政府(公用機)枠を活用し、
東京－新潟間での運行が開始された。所要時間は約 1
時間(空港から東京・新潟駅まで考慮すると約 2 時間
20分)で、1日約 3,800席の輸送力が確保され、ほとん
どの日で 90％を超える乗車率となり、需要が高かった。 
新幹線代行バスは、10 月 31 日から関越自動車道の規
制除外車両の認定を受け、越後湯沢－長岡間と越後湯

沢－燕三条間で運行が開始された。 
10月 4日からは、新潟－長岡間で新幹線が開通した
ことにより、越後湯沢－長岡間のみ代行バスが 12 月
27 日まで運行された。1 日あたり 4,000～5,000 人が
利用し、需要が高いことがわかる。 
3.リダンダンシー効果の分析 
リダンダンシーとは余裕や冗長性を意味し、交通ネ

ットワークにおいては自然災害等が発生し、一部区間

が途絶しても全体の機能不全にはならないよう交通ネ

ットワークの多重化を行なうことを指す。 
(1)分析方法 
 リダンダンシーの分析方法として、利用者便益Ｂを

用いる。式は以下の通りである。 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)分析データ 
 本分析では、既存の幹線旅客の需要予測を行なって

いる運輸政策機構の報告書のパラメータを用い、時間

価値を 98 円/分とした。東京－新潟間の迂回ルートとし
て、①航空便、②新幹線代行バス、③高速バス、④東

北新幹線＋高速バス、⑤東北新幹線＋ＪＲ磐越西線、

⑥長野新幹線＋ＪＲ越後線、⑦長野新幹線＋高速バス、

⑧山形新幹線＋米坂線が設定されている。(図－4参照)  
各迂回ルートの所要時間・料金は、北陸信越運輸局等

の資料を用いた。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図‐4 東京－新潟間の経路 

(3)代行バスの緊急輸送 
新幹線代行バスのリダンダンシー効果分析の結果（注

を(表－1)に示す。       [表－1分析結果] 
  新幹線代行バスの運行が 
1週間遅れた場合、約 6,200 
万円の利用者便益が損失し 
ていたことになる。 
 今回の分析では、全ての 
利用者が東京駅～新潟駅と 
いう 1つの ODのみ使用し 
たと仮定して算出している 
ため、実際の新幹線代行バスの便益はこの結果を上回

ることが考えられる。今後、OD をより細かく分割し
て分析を行なう必要がある。 
4.まとめ 
本研究では、利用者便益を用いて新幹線代行バスの

リダンダンシー効果を示した。 
新幹線代行バスだけでなく、航空便による輸送、上

越新幹線の早期復旧、北越急行ほくほく線の存在も評

価する必要がある。今後、これらについても定量的に

評価したい。 
************************************************ 
注:リダンダンシー効果を算出するに当たり,迂回ルートとして①航空

便,②新幹線代行バス,③高速バス,④東北新幹線+高速バスのみ考慮

した。利用者数として,利用総数から 1日あたりの平均利用者数を算

出した.利用者数が正確にわかっている場合は,その数値を優先した.
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